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まずはじめに、公共'性概念について整理することからはじめる。公共性概念には o伍cial、 common、 open の三つ
の位相があると考えられる。
今日の公共性は主に official と common にもとづき、形成されている。結果として、公私の関係が上下関係 official
と包摂関係 common によづて重層化している。そのため、公が私に対して超越するものとして形づくられている。
しかし、このような公共性のもとで新しい不平等が生じていることから、新たな公共性が求められる。それは、公
と私の明確な区別に基づかない、水平的、かっ循環的な関係である。どちらが上に立つので、はなく、公は私を基礎に
持ち、公が私に影響をおよぼしていくとしづ公共性があらわれつつある。そのような公共性の成立は、従来の国家や
共同体だけでは困難である。それらは垂直的であり、一方的な関係性から成り立っているから。新しい参加としての
ボランティアは水平的で脱構造的な性格を持っているので、 open な公共性を提示することができる。そして、この三
つの公共性が融合したところにこの新しい公共性の創出が見えてくる。
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結論において、このような公共性がし、かに構想されうるかについて考えてみる。そのために、空間論的分析を用い
た。公共性は、実のところ境界概念を中心とした空間性を持っている。つまり、公的な領域と私的な領域の境界性が
公共性の性質を決定する。新しい参加としてのボランティアによって形づくられる空間編成は、明確な境界と暖昧な
境界とを同時にむくみ込むような境界によって特徴づけられる。この境界は、建築物でいう屋根の作用と類似してい
るという意味で「ノレーフ」と呼ぶことができる。ルーフはある価値や意味によって支えられる。新しい参加としての
ボランティアは、ライフ・ポリティクスの中で、新しい自由と平等の意味を提示するということによってループを形
づくることができる。つまり、現代における参加とは、このようなボランティアによる新しい公共性を形づくること
によって、可能となりうるのである。
論文審査の結果の要旨
ボランティア論としては、これまで多数のフィールド調査か、でなければボランティア実践のための実用書の類が
多くを占め、本論文のようにボランティア活動を理論的に考察したものはまだ少ない。ボランティア活動の社会的・
政治的意義を考察した本論文はその欠を補う上で注目される。また本論文は、ボランティア活動というテーマの視角
から、政治学・政治社会学で近年、話題となっている新しい政治、公共性の概念について、著者独自の見解を提起し
た点でも興味深く、博士号授与に値すると評価しうる。
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